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令和８年９月 

News Release 

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和８年８月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和８年８月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和８年８月 31 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 35 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

２ 概 要 （トピックス）  

【建設業を中心に改善が進み、全体の業況は３期連続で好転したものの、物価高や人手不

足等による収益圧迫は依然として続いている】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-30.2（前月-37.6、前年同月-18.5）で、 

前月比 7.4pt 好転した。建設業を中心に資材供給の改善や受注回復の動きがみられたほか、

観光需要や季節需要に支えられ業況は改善した。一方で、物価高や金利上昇、人手不足によ

るコスト負担は依然として大きく、収益確保が課題となっている。 

【製造業】 

業況は-23.8（前月-30.4、前年同月—20.9）と前月に比べ 6.6pt 好転した。食料品を中心に生産

活動は堅調に推移し設備投資の動きもみられた。材料供給が改善する一方で、原材料価格上

昇やコスト増による収益圧迫は続いており、人材確保や事業分散に向けた取組みもみられる。 

【建設業】 

業況は-42.8（前月-60.0、前年同月-17.1）と前月に比べ 17.2pt 好転した。資材不足による工

事停滞や工期遅延は改善傾向にあり、受注や施工再開の動きがみられた。住宅の修繕工事や

設備更新需要は微増だが、資材価格の高騰や利益確保への懸念は依然として続いている。 

【小売業】  

業況は-31.4（前月-31.5、前年同月-27.6）と前月に比べ 0.1pt 好転した。夏休みやお盆の人

流増加により売上が持ち直した事業所がみられたほか、熊本地震の影響から防災意識の高ま

りによる需要増もみられた。一方で、衣料品や食料品では節約志向の影響は続いている。 

【サービス業】  

業況は-22.9（前月-28.6、前年同月-8.6）と前月に比べ 5.7pt 好転した。夏休みや帰省による

観光需要がみられたが、海水浴需要の低迷や経費上昇により業種間で業況に差がみられる。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：増田・片平〕  
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・機械金属業では自動車メーカーの受注に下げ止まりが見られない一方で、自動車以外の分

野では高単価でも受注を求める案件が増加している。（伊豆） 

・食料品製造業ではお茶関連が引き続き好調であり、設備投資の動きもみられる。（富士駿東） 

・食料品製造業では原料確保が順調であり、加工業者の生産活動は堅調に推移した。（中部） 

・機械金属業では受注はあるものの依然としてコスト増が続き収益を圧迫している。（中東遠） 

・繊維工業では材料の供給が回復し始めた一方で仕入単価は上昇しており、人材確保に向け

て外国人労働者の雇用を検討する動きがみられる。（西遠） 

【建設業】  

・物価高騰に伴う仕入価格の上昇および資材欠品の影響で一部工事が停滞していたが、お盆

明け以降は順次施工を再開している。（伊豆） 

・一時期みられた資材待ちや入手困難の状況は少なくなっており、工期遅れの声も聞かれな

くなっている。（富士駿東） 

・住宅の新築工事は少ないものの、屋根や外壁修繕、空調設備の更新等の受注は確保できて

おり、受注量は横ばいからやや増加している。（中部） 

・受注はあるが資金繰りへの不安や利益確保への懸念は依然として続いている。（中東遠） 

・熊本地震により「い草」仕入れに支障が生じ、10 年前の地震時よりも影響は大きい。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・衣料品では学生衣料は夏休み期間中に一定程度の動きがあったものの、婦人服は動きが鈍 

 く、値上げも継続している。（伊豆） 

・夏休みやお盆による人出増加により、一部事業所で売上の持ち直しがみられた。（富士駿東） 

・食料品では来年予定されている食料品の消費税率引下げを見据え、Uber Eats 等のデリバ

リーサービス事業者から営業の問い合わせや提案を受ける機会が増加している。（中部） 

・食料品では９月値上げ前の駆け込み需要は限定的で節約志向から伸び悩んでいる。（中東遠） 

・耐久消費財では熊本地震の影響で防災グッズの売上が急増した。また今後の台風や豪雨へ

の備えから、防災グッズの需要増加が見込まれている。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・旅館業では夏季の観光シーズンであったが、例年水準の来訪者には達していない状況が見

受けられた。天候要因による悪影響は軽微であった一方、近年の海離れ傾向が顕在化し、

海水浴を目的とした観光需要の伸び悩みが課題となった。（伊豆） 

・旅館業では夏休みや観光・帰省需要により売上は比較的堅調であった。（富士駿東） 

・理美容業では来店客数は安定しているが物価高で材料費等が増加し利益面は厳しい。（中部） 

・洗濯業では利用頻度の減少やコスト高等より採算は厳しい状況である。（中東遠） 

・理美容業では、丁寧なサービスにより根強い顧客がおり、価格改定後も売上は上昇傾向に 

 ある。また、新たな店舗も出店準備中である。（西遠） 

R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4 R8.5 R8.6 R8.7 R8.8

DI値（製造業） -20.9 -21.0 -21.0 -17.1 -14.3 -17.1 -21.0 -24.8 -35.2 -36.2 -33.3 -30.4 -23.8

DI値（建設業） -17.1 -5.7 -11.4 -14.3 -22.8 -14.3 -14.3 -28.5 -42.9 -71.4 -74.3 -60.0 -42.8

DI値（小売業） -27.6 -23.8 -25.7 -30.5 -38.1 -35.3 -32.4 -35.2 -37.1 -41.0 -31.4 -31.5 -31.4

DI値（サービス業） -8.6 -17.1 -6.7 -6.7 -10.5 -13.3 -12.4 -13.3 -20.9 -24.7 -25.7 -28.6 -22.9

DI値（全業種平均） -18.5 -16.9 -16.2 -17.2 -21.4 -20.0 -20.0 -25.5 -34.1 -43.3 -41.2 -37.6 -30.2
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＜令和 8 年 8 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和８年８月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 85 105 -20 

【金融相談件数】 105 129 -24 

 新規融資（借換えを除く） 72 98 -26 

 既存債務の借換え 16 26 -10 

 借入れ条件変更 1 0 1 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 16 5 11 

【雇用相談件数】 197 174 23 

 

 

 

 

R7.8 R7.9 R7.10 R7.11 R7.12 R8.1 R8.2 R8.3 R8.4 R8.5 R8.6 R8.7 R8.8

相談企業 73 72 74 83 77 67 78 87 111 107 103 105 85
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【金融相談】 

金融相談件数は 105 件と前月（129 件）に比べ 24 件減少した。設備投資や店舗移転、器具購入

等の前向きな資金需要がみられる一方、運転資金や資金繰りに関する相談も継続している。

金利上昇への不安が高まる中、融資制度の選択や返済負担への対応が課題となっている。

＜経営指導員コメント＞  

・金利上昇に驚く声がある一方、設備投資の意欲は高く、金融支援を手厚くしていく必要性

を感じている。（伊豆） 

・マル経融資ではサービス業において移転に伴う改装費用や器具購入等の積極的な設備投資

が行われた。一方、資金繰りが困難な事業者からは運転資金の相談もあり、内容の二極化

が目立った。（富士駿東） 

・金利の高騰を不安視する声が増えている。業績によっては制度融資の方が有利となる場合

もあり、マル経融資との比較検討が重要となってきている。（中部） 

・マル経融資で新規の運転資金に係る相談があった。（中東遠） 

・金利上昇により支払利息負担を懸念する声が複数みられた。飲食業の融資相談が多く、価

格転嫁の難しさや平日夜の稼働減少から資金面の厳しさがうかがえた。（西遠） 

 

【雇用相談】 

 雇用相談件数は、197件と前月（174件）に比べ 23件増加した。就業規則の見直しや助成金活用、

求人広告等に関する相談があった。人材確保が難しい状況が続く中、外国人材の活用や離職

防止、定着に向けた雇用管理体制の強化が喫緊の課題となっている。 

＜経営指導員コメント＞  

・就業規則等の見直しに関する相談が複数件あった。（伊豆） 

・雇用保険被保険者資格取得・喪失手続では、今月も自己都合による退職が多く、建設業で

の離職が目立った。（富士駿東） 

・就業規則、育休・産休、従業員の所得税・住民税、業務改善助成金、障がい者雇用に係る助

成金等に関する相談があった。（中部） 

・求人広告や助成金の活用、労災保険適用等に関する相談があった。（中東遠） 

・外国人事業主から、外国人従業員の雇用に関する助成金申請の相談があり、社内体制の整

備不足や従業員の入れ替わりの多さから申請が難しい状況であった。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・8/1（土）、8/18（火）に松崎港で実施された飛鳥Ⅱおよび飛鳥Ⅲの来航歓迎イベントに協 

 力を行った。町内散策を通じて松崎町の魅力に触れていただく機会となった。（松崎町） 

・8/18（火）～8/20（木）に「土肥サマーフェスティバル」、8/29（土）に「Toi Twilight Candle」 

 が開催された。（伊豆市） 

・8/20（木）に特産品委員会において清水町麹ブランドである「ゆうすいふわり」認定商品 

 の試食・お披露目会を開催した。（清水町） 

・8/22（土）に「かんばらまつり」、「由比商工夏まつり」、「いはら夏まつり」が開催された。 

 生憎の天候で終了時間が早まったイベントもあったが多くの人で賑わった。（静岡市清水） 

・8/7（金）～8/8（土）に「菊川名物夜店市」を開催した。（菊川市） 

・8/15（土）に「令和８年森町納涼花火大会」を開催した。（森町） 

・8/8（土）に商工会青年部と農協青年部で「あさば納涼祭」を開催した。（浅羽町） 

・8/21（金）に「湖の駅よらっせＹＵＴＯ」がグランドオープンした。プレオープン期間を 

 含め、県外ナンバーの車も多数みられ、活況を呈している。（浜名） 

・8/11（火・祝）に商工会青年部主催で、子供達の職業体験の場「第６回新居アンス」を開催 

 した。多くの関係者の協力もあり、約 180 名の子供達が参加し、盛況となった。（新居町） 


